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第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
連
帯
納
付
義
務
者
が
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
連
帯
納
付
義
務
者
が
第
三
十
四

条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
十
四
条
第
七
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
六
項
」
に
、「
同
条
第
九

項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
、「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
一
項
本
文
」
に
、「
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区

分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
期
間
」
を
「
当
該
相
続
税
の
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
納
期
限
の
翌

日
か
ら
納
付
基
準
日
又
は
当
該
相
続
税
を
完
納
す
る
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
の
期
間
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び

ロ
を
削
り
、
同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
利
子
税
の
額
は
、
納
税
義
務
者
の
未
納
の
相
続
税
額
を
基
礎
と
し
、
同
号

の
期
間
に
、
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
を
乗
じ
て
算
出
し
た
金
額
と
す
る
。

第
五
十
一
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
受
け
た
者
が
」
の
下
に
「
第
三
十
九
条
第
三
十
二
項
又
は
第
四
十
条
第
二
項
（
第
四
十

四
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
十
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
」
を
加
え
、
同
条
第

四
項
中
「
同
条
第
二
十
六
項
」
を
「
同
条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、「
ま
で
の
期
間
」
の
下
に「（
同
条
第
二
十
二
項
第

一
号
（
同
条
第
二
十
九
項
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
第
三
十
九
条
第
八
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
災
害
等
延
長
期
間
又
は
同
条
第
二
十
二
項
第
二
号
（
同
条

第
二
十
九
項
又
は
第
四
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
を
除

く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
三
十
九
条
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
四
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
延
納
の
許
可
が
同
条
第
一

項
の
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
第
一
回
に
納
付
す
べ
き
分
納
税
額
の
納
期
限
後
に
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
延
納
の
許

可
を
受
け
た
者
が
当
該
延
納
の
許
可
を
受
け
た
日
ま
で
に
当
該
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
納
期
限
が
到
来
し
た
分
納

税
額
に
係
る
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
申
請
書
に
記
載
さ
れ
た
第
一
回
に
納
付
す
べ
き
分
納
税

額
の
納
期
限
前
に
延
納
の
許
可
が
あ
つ
た
も
の
と
し
て
計
算
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
ま
で
の
期
間
」
の
下
に「（
第
四
十
二
条
第
二
十
八
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
同
条
第
六
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
災
害
等
延
長
期
間
又
は
同
条
第
二
十
八
項
第
二
号
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
災
害
等
延
長
期
間
等
」
と
い
う
。）を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三

項
中
「
定
め
る
期
間
」
の
下
に「（
災
害
等
延
長
期
間
等
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
各
号
に
掲
げ
る
期

間
」
の
下
に「（
災
害
等
延
長
期
間
等
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
ロ
中
「
前
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
五

十
一
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
ま
で
の
期
間
」
の
下
に「（
災
害
等
延
長
期
間
等
を
除
く
。）」

を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
期
間
に
つ
き
」
を
「
期
間
（
災
害
等
延
長
期
間
等
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。）に
つ
き
」
に
改
め
る
。

（
国
税
通
則
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
第
二
項
中
「
一
に
該
当
す
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
差
し
押

え
た
財
産
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
財
産
（
租
税
条
約
等
（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び

地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る

租
税
条
約
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規
定
に
基
づ
き
当
該
租
税
条
約

等
の
相
手
国
等
（
同
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
相
手
国
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
共
助
対
象
国
税
（
同
法
第

十
一
条
の
二
第
一
項
（
国
税
の
徴
収
の
共
助
）
に
規
定
す
る
共
助
対
象
国
税
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
六
十
三

条
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
徴
収
の
共
助
又
は
徴
収
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
を
要
請
し
た
場
合
に
お
け
る

当
該
相
手
国
等
が
当
該
共
助
対
象
国
税
に
つ
い
て
当
該
相
手
国
等
の
法
令
に
基
づ
き
差
押
え
に
相
当
す
る
処
分
を
し

た
財
産
及
び
担
保
の
提
供
を
受
け
た
財
産
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
た
だ
し
書
中
「
こ
え
る
」
を
「
超
え

る
」
に
改
め
る
。

第
六
十
三
条
第
三
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中「
に
つ
き
差
押
え
」の
下
に「（
租

税
条
約
等
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
に
共
助
対
象
国
税
の
徴
収
の
共
助
又
は
徴
収
の
た
め
の

財
産
の
保
全
の
共
助
を
要
請
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
相
手
国
等
が
当
該
共
助
対
象
国
税
に
つ
い
て
当
該
相
手
国
等

の
法
令
に
基
づ
い
て
行
う
差
押
え
に
相
当
す
る
処
分
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
、「
相
当
す
る
担

保
の
提
供
」
の
下
に「（
租
税
条
約
等
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
に
共
助
対
象
国
税
の
徴
収
の

共
助
又
は
徴
収
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
を
要
請
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
相
手
国
等
が
当
該
共
助
対
象
国
税

に
つ
い
て
当
該
相
手
国
等
の
法
令
に
基
づ
い
て
受
け
る
担
保
の
提
供
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

加
え
、
同
条
第
六
項
中
「
次
の
各
号
の
一
に
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
前
各

号
の
一
に
」
を
「
前
三
号
の
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ロ
中
「
第
二
百
二
十
八
条
の
三
」
を
「
第
二
百
二
十
八
条
の
三
の
二
」
に
改
め

る
。第

百
二
十
六
条
中「（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）」を
削
り
、「
国
税
の
徴
収
」
の
下
に
「
若
し
く
は
同
法
の

規
定
に
基
づ
い
て
行
う
相
手
国
等
の
租
税
の
徴
収
」
を
加
え
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
税
徴
収
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
三
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
を
執
行
す
る
こ
と
」を「
の

執
行
及
び
租
税
条
約
等
（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る

法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
租
税
条
約
等
を
い
う
。）の
規
定

に
基
づ
く
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
（
同
条
第
三
号
に
規
定
す
る
相
手
国
等
を
い
う
。）に
対
す
る
共
助
対
象
国

税
（
同
法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
（
国
税
の
徴
収
の
共
助
）
に
規
定
す
る
共
助
対
象
国
税
を
い
う
。）の
徴
収
の
共
助

の
要
請
に
よ
る
徴
収
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
滞
納
処
分
の
執
行
等
」
と
い
う
。）を
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
を
執
行
す
る
こ
と
」
を
「
の
執
行
等
を
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
差
し
押

え
た
」
を
「
差
し
押
さ
え
た
」
に
、「
差
押
」
を
「
差
押
え
」
に
改
め
る
。

（
租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

租
税
条
約
等
の
実
施
に
伴
う
所
得
税
法
、
法
人
税
法
及
び
地
方
税
法
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十

四
年
法
律
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
号
中
「
租
税
情
報
交
換
協
定
」
を
「
租
税
相
互
行
政
支
援
協
定
」
に
、「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に

改
め
、「
提
供
す
る
こ
と
」
の
下
に
「
、
租
税
の
徴
収
の
共
助
若
し
く
は
徴
収
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
を
す
る

こ
と
又
は
租
税
に
関
す
る
文
書
の
送
達
の
共
助
を
す
る
こ
と
」
を
加
え
る
。

第
二
条
の
二
第
一
項
中
「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
一
条
の
三
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
第
五
号
中
「
通
常
用
い
る
」
を
「
通
常
用
い
る
べ
き
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
相
手
国
等
の
租
税
の
徴
収
の
共
助
）

第
十
一
条

租
税
条
約
等
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
租
税
条
約
等
の
相
手
国
等
か
ら
当
該
租
税
条
約
等
に
規
定
す
る
租

税
債
権
（
当
該
租
税
条
約
等
の
規
定
に
よ
り
徴
収
の
共
助
又
は
徴
収
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
の
対
象
と
な

る
当
該
相
手
国
等
の
租
税
債
権
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共
助
対
象
外
国
租
税
」
と
い
う
。）の
徴
収
の

共
助
又
は
共
助
対
象
外
国
租
税
の
徴
収
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
の
要
請
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に

お
い
て
特
定
さ
れ
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
共
助
対
象
者
」
と
い
う
。）の
住
所
、
居
所
、
本
店
、
支
店
、

事
務
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
又
は
当
該
共
助
対
象
者
に
係
る
財
産
の
所
在
地
を
所
轄
す
る
国
税
局
長

（
国
税
庁
長
官
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
は
国
税
庁
長
官
が
指
定
す
る
国
税
局
長
と
し
、
こ
れ
ら
の
国
税
局
長
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に
は
そ
の
国
税
局
長
が
指
定
す
る
税
務
署
長
と
す
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
国
税

局
長
等
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
要
請
に
係
る
共
助
の
実
施
の
決
定
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
共
助
実
施
決
定
」
と
い
う
。）を
す
る
。

一

当
該
共
助
対
象
者
が
、
当
該
共
助
対
象
外
国
租
税
の
存
否
又
は
額
に
つ
い
て
、
当
該
相
手
国
等
に
お
い
て
争

う
機
会
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

当
該
共
助
を
行
う
こ
と
が
我
が
国
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

三

当
該
共
助
対
象
外
国
租
税
に
関
す
る
法
令
を
執
行
す
る
当
局
が
当
該
共
助
対
象
外
国
租
税
を
徴
収
す
る
た
め

に
通
常
用
い
る
べ
き
手
段
を
用
い
な
か
つ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

破
産
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
二
百
五
十
三
条
第
一
項
、
民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律

第
二
百
二
十
五
号
）
第
百
七
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
百
三
十
五
条
第
六
項
（
同
法
第
二
百
四
十
四
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
四
号
）
第
二
百
四
条
第
一
項

又
は
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
五
号
）
第
百
二
十
五
条
第

一
項
若
し
く
は
第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
共
助
対
象
者
が
当
該
共
助
対
象
外
国
租
税
の

全
額
に
つ
い
て
そ
の
責
任
を
免
れ
て
い
る
と
き
。
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